




























































































































































































































































































15 常総市立図書館の現況についてお知らせします。（平成 27年 12月 16日現在）　茨城県立
図書館ホームページ　http://www.lib.pref.ibaraki.jp/information/news/2015/20151011.html










年 3月 22日、勤労青少年センター 2階に「女川つながる図書館」としてオー
プンした。館名も素敵だ。今野さんが図書館とは社会にとってどのような
存在であるのか、優しく語っている17。
防災や新たな住宅の建て直しはもちろん重要です。しかし、衣食住
に劣らず必要なのは、心の建て直しです。絵本館、学校の図書室、町
民の読書に対する支援、心の支援が必要です。建物も見通し無かった
のですが、幼児・児童・生徒を含む町民に読書の喜びを届けたい。夢
見たいな話ですが、女川町に図書館を作りたい。絵本館も、学校図書も、
大人の本も、そして震災の記録も備えたい。子どもと、お父さんやお
母さんも、お爺さんやお祖母さんも、青年も一緒に利用できる図書館
を作りたい。なかなか町中心街まで来れない、離半島部に住む皆さん
にも、注文も受けながら移動図書館で届けたい。そのような思いで女
川町教育委員会生涯学習課とともに女川つながる図書館の復興に取り
組んできました。
そして、多くの人の支援により完成した「女川つながる図書館」で
は、小学生や小さな子どもを連れたお母さんたちが多く利用していま
す。まだ規模は小さいのですが、ここでは、ゆったりした時間と心地
よい空間が共有しています。
大震災の年の秋だったと思うが、パシフィコ横浜で開催された「図書館
17 被災地の「女川つながる図書館」を大好きな本でいっぱいにしよう https://readyfor.jp/
projects/tsunagaru_library 
19
総合展」で、saveMLAKの缶バッチを求
めた。出歩く際には必ず鞄に着けていたが、
誰一人注目してくれる人はいなかった。そ
れが 2年ほど前、明治大学図書館総務事務
室を訪ねた折りに山﨑京子さんから初めて
声をかけられた。事務室のミーティングで
恒常的に災害と図書館について話し合われ
ており、saveMLAKのことも話題になっ
ているのだという。それが今回の特集にも
つながった。嬉しいことである。
写真4　saveMLAKバッチ
